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グショグショになった顔を見て 
降られてやんの、と笑い傘を差し出す君 
触れない距離で肩を寄せ合った 
 
くだらない話は雨音が隠して聞こえない 
私はちっとも聞きたくなかったから 
半笑いが張り付いた顔をしていた 
 
空は雨模様、気を抜くと顔が曇る 
このままどこか遠くへ行きたい 
 
だけど一人がいい 
 
君はいつだって惜しいから 
隣にいても触れられない 


